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顔面骨に適応のある吸収性プレートの一つに、非焼成ハイドロキシアパタ
イト/ポリ L 乳酸配合骨接合剤の複合体（unsintered hydroxyapatite 
particles/poly L-lactide composite device；以下 u-HA/PLLA）がある。
u-HA/PLLA は生体骨より高い強度と生体内吸収性、生体活性（骨伝導性）
を兼ね揃えた材料である。また u-HA は術後経過観察において、X 線不透
過性で CT 検査に描出されるため経過観察が可能である。 
これまで u-HA/PLLA を使用した患者に対して、吸収されるまでに要す




対象は 2008 年 8 月から 2014 年 6 月の 5 年 10 か月の間に、顔面骨骨折
もしくは悪性腫瘍術後顔面骨再建で u-HA/PLLA を使用した 78 症例であ
る。その中で術後プレート感染を併発し、抗菌薬による保存的加療では軽
快せず、プレート抜去が必要となった 13 症例（16.7%）を対象とした。手
術時年齢は 14～80 歳（平均 51 歳）で、性別は男性 8 例、女性 5 例であ
った。最短で術後 1 か月、最長で術後 4 年 6 か月（平均 1 年 4 か月）で
抜釘が施行された。 
抜去した u-HA/PLLA の電子顕微鏡（Scanning Electron Microscope; 以
下 SEM）による画像観察およびエネルギー分散型 X 線分析装置（Energy 
dispersive X-ray spectrometry; 以下 EDX）による元素分析を行った。さ
らに自動粘度計による粘度平均分子量の測定と示差走査熱量計





EDX による元素分析の結果、SEM で確認された黒色箇所では u-HA の含
有率が低値で、プレート上には微細な孔が多数あり、u-HA が脱離したこ
とで出現した孔と推測した。白色輝度の高い箇所は Initial プレート及び
骨組織と比較して Ca の比率が高く、u-HA に近い物質が沈着していると
推測した。プレートに付着していた白色固形物は、u-HA に近い物質の沈
着がさらに進行しカルシウム塩が結晶形態をなしたものと推測した。今回
の実験で、体内挿入前には 55％以下であった u-HA/PLLA の結晶化度の
上昇がみられた。我々が経験した 13 症例は、プレートが骨に密着してい
なかったことにより、吸収される前に u-HA の結晶化が進行したことで高
密度・高結晶となり破骨細胞による吸収が遷延したのではないかと予測す
る。プレートの生体吸収および生体活性のレベルはプレートの骨内膜まで
の近さに依存する。プレートが皮質骨と密着している部分は密着していな
い部分と比較し、吸収、骨置換が良好に進行したという報告がある。プレ
ートを骨に密着させ固定するためには熟練の技が必要なのかもしれない。
以上より u-HA は吸収、骨置換に時間を要する場合があり、画像上残って
いる症例も多いことから、分解吸収されると言われている 5 年が過ぎても
CT 検査を含め経過観察が必要である。 
